
１　学習の到達目標

２　学習の計画
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課題レポート
考査

観察等

動物の反応と行
動

１刺激の受容と反応
２動物の行動

細胞と分子
１生体物質と細胞
２タンパク質の構造と性質
３生命現象とタンパク質

・細胞や生体膜の構造およびそれらを構成する物質の特
徴について理解する。
・細胞膜、細胞骨格を介した物質と情報伝達について理
解する。

課題レポート
考査

観察等

代謝

１炭酸同化
２異化
３発酵

・光合成細菌について理解する。
・発酵の過程について理解する。

課題レポート
考査

観察等

・体内において刺激が情報に変換される仕組みを理解す
る。
・様々な刺激を受容する受容器とその仕組みを理解す
る。

中間考査

・光合成の過程について理解する。
・呼吸の過程について理解する。

第
2
学
期

期末考査

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

課題レポート
考査

観察等

・特定の遺伝子のみが発現する仕組みを理解する。
・原核生物と真核生物における、遺伝子の発現の共通点
と相違点を理解する。

遺伝子を扱う技
術とその応用

遺伝子の発現調
整と発生

１遺伝子の発現調整
２発生と遺伝子の発現

１遺伝子を扱う技術
２遺伝子を扱う技術の応用

・遺伝子を扱う技術の基本的な手法について理解する。
・遺伝子の塩基配列や機能を解析する基本的な手法につ
いて理解する。

　生物や生物現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，生物学的に探究する能力と態度を育
てるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然観を育成する。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

第
１
学
期

令和８年度　　　理科　　[生物」シラバス

単位数 ４単位 学科・学年・学級 普通科・３年選択者

教科書 生物705 「高等学校　生物」  第一学習社 副教材等 セミナー生物

遺伝情報の発現
と発生

１DNAの複製
２遺伝子の発現

・DNAの半保存的複製について理解する。
・タンパク質の合成について理解する。
・バイオテクノロジーの応用と課題について理解する。

中間考査

代謝 １代謝とエネルギー
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学
期

月

1

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

課題レポート
観察等

課題レポート
考査

観察等

　提示された評価材料を元に、評価基準にしたがい、知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の3観点の評価から
総合的に評価する。

期末考査

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

動物の反応と行
動

１刺激の受容と反応
２動物の行動

１植物と環境
２植物の一生と植物ホルモン

・授業の予習復習を大切にすること。アクティブラーニング実施時のレポートは確実に行ってください。また、与えられた課題は必ずや
るようにしてください。入試でこの科目を必要としている場合は、問題演習を積極的に行ってください。
・実験や観察が授業で実施された場合は、必ずレポート提出してください。アクティブラーニング実施時は、積極的にコミュニケーショ
ン活動を行ってください。

知識・技能
自然の事物・現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付けている。
観察・実験を行い、基本操作を習得するとともに、それらの過程や結果を的確に記録、整理し、自然の事物・
現象を科学的に探究する技能を身に付けている。

思考・判断・表現
自然の事物・現象の中に問題を見いだし、探究する過程を通して、事象を科学的に考察し、導き出した考えを
的確に表現している。

主体的に学習に
取り組む態度

自然の事物・現象の中に関心や探究心を持ち、意欲的にそれらを探究しようとするとともに、科学的態度を身
に付けている。

第
3
学
期

植物の成長と環
境応答

・植物が、受容した環境からの刺激に基づいて、反応し
たり成長を調整したりしていることを理解する。

・体内において刺激が情報に変換される仕組みを理解す
る。
・様々な刺激を受容する受容器とその仕組みを理解す
る。

まとめ まとめ 生物全体の分野の問題演習等


